
レプリケーションポリシーをカスタマイズする
Element Software
NetApp
November 21, 2024

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software/storage/concept-element-
replication-create-custom-replication-policy.html on November 21, 2024. Always check docs.netapp.com
for the latest.



目次

レプリケーションポリシーをカスタマイズする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

カスタムレプリケーションポリシーを作成します。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ポリシーのルールを定義する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2



レプリケーションポリシーをカスタマイズする

カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

レプリケーション関係の作成時には、デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用でき
ます。カスタムのユニファイドレプリケーションポリシーの場合は、初期化と更新の際
に転送するSnapshotコピーを決定する1つ以上の_rules_を定義する必要があります。

関係のデフォルトポリシーが適切でない場合は、カスタムレプリケーションポリシーを作成できます。たとえ
ば、ネットワーク転送でデータを圧縮したり、SnapMirrorでSnapshotコピーの転送を試行する回数を変更し
たりできます。

このタスクについて

レプリケーションポリシーの _policy type_of によって、サポートされる関係のタイプが決まります。次の表
に、使用可能なポリシータイプを示します。

ポリシータイプ 関係タイプ

非同期ミラー SnapMirror DR

mirror-vault ユニファイド レプリケーション

ステップ

1. カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

snapmirror policy create -vserver SVM -policy policy -type async-

mirror|mirror-vault -comment comment -tries transfer_tries -transfer-priority

low|normal -is-network-compression-enabled true|false

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ONTAP 9 .5以降では、パラメータを使用して、SnapMirror同期関係の共通のSnapshotコピースケジュー
ルを作成するスケジュールを指定でき `-common-snapshot-schedule`ます。デフォルトでは、SnapMirror

同期関係の共通のSnapshotコピースケジュールは1時間です。SnapMirror同期関係のSnapshotコピースケ
ジュールには、30~2時間の値を指定できます。

次の例は、データ転送のためのネットワーク圧縮を有効にするSnapMirror DR用のカスタムレプリケーシ
ョンポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

DR_compressed -type async-mirror -comment “DR with network compression

enabled” -is-network-compression-enabled true

次の例は、ユニファイドレプリケーション用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。
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cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy my_unified

-type mirror-vault

終了後

「mirror-vault」ポリシータイプの場合は、初期化と更新の際に転送するSnapshotコピーを決定するルールを
定義する必要があります。

コマンドを使用し `snapmirror policy show`て、SnapMirrorポリシーが作成されたことを確認します。コマン
ド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ポリシーのルールを定義する

ポリシータイプが「mirror-vault」のカスタムポリシーの場合は、初期化と更新の際に転
送するSnapshotコピーを決定するルールを少なくとも1つ定義する必要があります。ま
た、ポリシータイプが「ミラー - ヴォールト」のデフォルトポリシーのルールを定義す
ることもできます。

このタスクについて

ポリシータイプが「m irror-vault」のすべてのポリシーに、レプリケートするSnapshotコピーを指定するルー
ルが必要です。たとえば、「bi-monthly」ルールは、「bi-monthly」というSnapMirrorラベルが割り当てられ
たSnapshotコピーだけをレプリケートするように指定します。SnapMirrorラベルは、Element Snapshotコピ
ーの設定時に割り当てます。

各ポリシータイプは、1つ以上のシステム定義ルールに関連付けられます。これらのルールは、ポリシータイ
プを指定するとポリシーに自動的に割り当てられます。次の表は、システム定義のルールを示しています。

システム定義のルール ポリシータイプで使用されます 結果

sm_created 非同期ミラー、ミラーバックアッ
プ

SnapMirrorで作成されたSnapshot

コピーは、初期化と更新の際に転
送されます。

毎日 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「daily」の新しいSnapshotコピ
ーが初期化および更新の際に転送
されます。

毎週 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「weekly」の新しいSnapshotコ
ピーが初期化および更新の際に転
送されます。

毎月 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「monthly」の新しいSnapshotコ
ピーが初期化および更新の際に転
送されます。
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デフォルトポリシーまたはカスタムポリシーに対して、必要に応じて追加のルールを指定できます。例：

• デフォルトポリシーの場合 `MirrorAndVault`は、「bi-monthly」というルールを作成して、ソース上
のSnapMirrorラベルが「bi-monthly」のSnapshotコピーを照合できます。

• ポリシータイプが「m mirror-vault」のカスタムポリシーの場合は、「bi-weekly」というルールを作成し
て、ソース上のSnapMirrorラベルが「bi-weekly」のSnapshotコピーを照合できます。

ステップ

1. ポリシーのルールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -keep retention_count

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをデフォルト MirrorAndVault`ポリシーに追加します `bi-

monthly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label bi-monthly -keep 6

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム my_snapvault`ポリシーに追加します `bi-

weekly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_snapvault -snapmirror-label bi-weekly -keep 26

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム Sync`ポリシーに追加します `app_consistent。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy Sync

-snapmirror-label app_consistent -keep 1

その後、このSnapMirrorラベルに一致するSnapshotコピーをソースクラスタからレプリケートできます。

cluster_src::> snapshot create -vserver vs1 -volume vol1 -snapshot

snapshot1 -snapmirror-label app_consistent
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